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1964）である。もう一冊は，ボーンのエッセイと手紙のアンソロジーである『ランドル
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This little sparrowlike man,
Tiny twisted bit of flesh in a black cape,
Always in pain and ailing,
Put a pebble in his sling,
And hit Goliath squarely in the forehead with it.
… If any man has a ghost,
Bourne has a ghost,
A tiny twisted unscared ghost in a black cloak
Hopping along the grimy old brick and brownstone streets
Still left in downtown New York,
Crying out in a shrill soundless giggles:
War is the health of the State.
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フ・ウォルド・エマソン（Ralph Waldo Emerson, 1803-82）の知人という家柄であった。
ボーンのミドル・ネームは，南北戦争時の北軍の大佐で，戦争で亡くなった母方の伯父














































































リー・Ｆ・メイ（Henry F. May, 1915-）は，その著『アメリカ的無垢の終わり』（The 





















































レデリック・Ｊ・ホフマン（Frederick J. Hoffman），チャールズ・アレン（Charles 
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Allen），そしてキャロリン・Ｆ・ウルリッチ（Carolyn F. Ulrich）の三名が，アメリカ
のリトル・マガジンについての画期的な研究書を著した。『リトル・マガジン―歴史






























ニー・レヴュー』誌（The Sewanee Review, 1892-），『イェール・リタラリー・マガジ
ン』誌（The Yale Literary Magazine, 1910-），『ケニオン・レヴュー』誌（The Kenyon 
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そして，その概して短い雑誌の発行期間のあいだに，たとえば『ミラー』誌（Mirror, 
1893-1920）は，Ｅ・Ｌ・マスターズ（Edgar Lee Masters, 1968-1950）の人物スケッチ
詩集『スプーン・リヴァー・アンソロジー』（Spoon River Anthology, 1915）を，『フィ
ラスティン』誌（Philistine, 1895-1915）はスティーヴン・クレイン（Stephen Crane, 
1871-1900）の作品を，リトル・マガジンの代表格といわれる『リトル・レヴュー』誌
（The Little Review, 1914-29）はカール・サンドバーグ（Carl Sandburg, 1878-1967）や
ヴェイチェル・リンゼイ（Vachel Lindsay, 1879-1931）の初期の詩作を，『ストーリー』
誌（Story, 1931-1999）はウィリアム・サローヤン（William Saroyan, 1908-1981）の初










ト（T.S. Eliot, 1888-1965），ウィリアム・フォークナー（William Faulkner, 1897-1962），
アーネスト・ヘミングウェイ，ユージン・オニール（Eugene O’Neill, 1888-1953），アレ

























































































働いていた。そして1908年に，最初の著作『ピューリタンのワイン』（The Wine of the 
Puritans, New York, 1908）を発表し，そのなかでピューリタン的な伝統がアメリカの
文化を押しつぶし，物質的な価値を重んじるあまり，人生の美的な側面を無視している
と警告した。このブルックスの主張は，彼の代表作『アメリカ成年に達す』（America’s 
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ね」と言った。そこ私は，「書いてみてくれ」と言った（15）。
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